
船橋市
Funabashi City

公民連携窓口「公民ＣＯＮＮＥＣＴ」からのご案内です

公×民の連携

民間事業者様へのご案内民間事業者様へのご案内

船橋市と事業者の強みを結集し、
新しい形のまちづくりを。

（民間提案制度・公民連携全般に関するお問い合わせ）

公民連携窓口「公民ＣＯＮＮＥＣＴ」
（船橋市役所 企画財政部 政策企画課）

〒２７３－８５０１
千葉県船橋市湊町２丁目１０番２５号 本庁舎９階
Ｔｅｌ ：０４７－４３６－２９３２
Ｆａｘ ：０４７－４３６－２０５８
Ｍａｉｌ：koumin-connect@city.funabashi.lg.jp

エ フ パ ー ト ナ ー

公民連携の情報発信

公民連携ニュースを

メールでお知らせ！

公民連携に取り組む姿勢

コ ネ ク ト

コ ネ ク ト

基本原則１ 対等の原則

市と事業者は、対等なパートナーとして協力し合うことの必要性を理解し、お互いが主体的に
取り組めるようにします。

基本原則２ 目標共有の原則

事業の目標について「社会・地域課題の解決、公共サービスの向上」の観点から、事業者と
共に設定し、事業を構築していきます。

基本原則３ 対話の原則

事業の検討段階から事業者と対話を行い、双方の有する知的・物的資源等を結集させ、効果的に
課題を解決するための方法を模索しながら、制度設計や事業実施をしていくこととします。

基本原則４ 相互メリットの原則

公民連携による事業を持続させるために、事業者の行動原理や考え方を理解した上で、その事業から
相互が得られるメリットの内容及びバランスを意識し、互恵的な関係を築いていきます。

以下の４つを基本原則として、公民連携を推進していきます。

ご登録は船橋市オンライン申請システムにていつでも受け付けています！（右コード）

【発信する情報】

・市の課題（民間提案制度：課題設定型）
・船橋市の公民連携事例
・国等からの公民連携に関する情報
・公民連携関連のイベント情報 等

Ｆ×ＰＡＲＴＮＥＲ※の登録申込により、公民連携関連の情報をメールで受け取る

ことができます。

※Ｆ×ＰＡＲＴＮＥＲの登録申込は、提案要件ではありません。

※Ｆ×ＰＡＲＴＮＥＲ：市と積極的に公民連携を推進していく意欲のある事業者



公民連携窓口「公民ＣＯＮＮＥＣＴ」を“企画財政部 政策企画課内”に設置しています。

【公民ＣＯＮＮＥＣＴの役割】

・民間提案制度による提案を一元的に受け付けます。（提案に向けた事前相談も承ります）

・提案実現に向け、担当部署と調整します。

事業実施対話提案

-公民連携の推進-

船橋市の民間提案制度について

実現した事業は本市ＨＰ等で公民連携事業として実績を発信！

先進的な公民連携の事例として、また、社会・地域貢献への取り組みとして本市ＨＰ等で

取り組みをＰＲしていきます！

課題設定型：本市の発信する課題に対して、解決策を提案する形式

行政資源の活用

本市との連携事業により市の資源を活用できるきっかけとなります。

例：公共施設などの行政財産 行政としての知名度・信用力 関係機関との調整力

民間提案制度は、社会・地域課題の解決に繋げるため、事業者独自のアイデアやノウハウを

活かした提案を受け付け、対話を通じて優れた公共サービスの創出を目指す制度です。

制度の概要

事前の相談も

承ります！

連携によるメリット

制度制定の背景

本市が期待する提案

企業価値の向上

本市と連携し、社会貢献に資する取り組みを行うことで、公共性が高まり、

企業価値向上・知名度向上が期待できます。

新たなビジネスチャンスの獲得

本市との連携事業により、事業者単独では成し得なかった新たなビジネスモデルを

展開することができるため、新たなビジネスチャンスの獲得につながります。

また、事業等における実証フィールドの獲得も期待できます。

提案募集形式

シェアサイクル事業 チアダンス教室の開催ペットボトルリサイクル事業

提案から事業実施まで

船橋市オンライン申請システムより提案 提案者※と担当部署で事業実施！

提案者・公民CONNECT・

担当部署で対話を重ね、

事業設計をします。

※事業内容により、公募で事業実施者を選定する場合があります。

提案実現！

公民連携窓口について

※提案事業の事業費については、原則、市の予算以外から捻出することをご検討ください。

本市の連携事例

・
・

・本市の社会・地域課題に対する事業者の視点

・事業者の持つ知的・物的資源等

コ ネ ク ト

×

自由提案型：事業者の認識する課題（分野問わず）に対して、解決策を提案する形式

これまでの本市と事業者との連携は、多くの事業でコスト削減を指向する行政主導の条件提示にとど

まっており、事業者の持つノウハウやアイデアを最大限に活かしきれていない等の課題がありました。

そこで、これまでの連携手法に捉われることなく、事業者のポテンシャルを最大限に活用する仕組み

を構築し、事業者の優れたアイデアを広く募り、新たな公民連携に取り組んでいく必要があります。

優れた公共サービスの

創出につながる提案

本市の課題・提案はこちら！


